






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































* p<.05 ; ** p<.01 ; *** p<.001
表３　個人属性によるストレス反応の差（t検定） 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































5,6>1,2,3,4      4>2 
1,5,6>2,4 
2,4>5,6 
2,3>4,5,6      1>4,6 
3>1,2,4,5,6      2,6>1,5 
1,2>4,5,6      3,4>6 
6,3>1,2,4,5      6>3 
 
1,3>2,4,5,6      2,4,5>6 
3>2,4,5      1>4,5 
 
1,2,3,5>6      2>4 
2,5,6>1      6>4 
6>1,2,3,4,5 
6>1,2,3,4,5      4>2,5



























































































































































































































































た。これを仕事の要求度－コントロール－サポートモデル（Johnson & Hall, 1988）に従
って解釈すれば、女性のほうが「仕事の負荷」が高く（49.75 < 51.58, t（4202）= －4.10,
p<.000）、「仕事の裁量権」が低く（50.30 > 48.01, t（4201） = 5.12, p<.000）、「上司のサポ
ート」が低い（50.30 > 48.25, t（4194）= 4.38, p<.000）ためと考えられる。
職位別にみると、管理職よりも一般職のほうが有意にストレス反応が高かった。これは、
一般職のほうが「仕事の負荷」は低い（52.10 > 49.73, t（4202）= 4.84, p<.000）ものの、
「仕事の裁量権」が低く（54.04 > 49.47, t（4201）= 9.44, p<.000）、「上司のサポート」が低
い（52.73 > 49.68, t（4194）= 6.26, p<.000）ためと解釈できる。
雇用区分では、非正社員よりも正社員のほうが有意にストレス反応が高かった。これは、
正社員のほうが「仕事の負荷」が高く（46.25 < 50.35, t（4202）= －7.71, p<.000）、「役割
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